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「省・小・精」が生み出す価値で
世の中の新たな進化を支えていきます

セイコーエプソン株式会社
代表取締役社長 CEO

2022年5月に広丘事業所内に開設した
「ソリューションセンターLabel Press」にて
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　2020年に代表取締役社長CEOに就任してから3年がたち
ました。この間は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）や
地政学的リスクによる影響が続く急激な外部環境変化に直面
した経営となりました。しかし、物流の混乱、部材費や物流費
の高騰といった厳しい環境であったものの、長期ビジョン
「Epson 25 Renewed」で掲げた収益重視の方針が社内で
も浸透しており、2022年度は売上収益、事業利益ともに前期
比で増収・増益となりました。また環境変化を的確に捉え、適切
な価格対応力や費用の抑制につなげたことは当社にとって
大きな進歩です。今回のような急激な外部環境の変化はあった
ものの、私はこの状況下によって社内でさまざまな工夫が
されていくであろうという期待を持っていました。一例としては、
海外工場での技術対応力の向上です。通常、新製品の立ち
上げや品質トラブルの発生時には、日本から社員が出向いて
対応していましたが、COVID-19によって移動が不可能になる
ことで、現地メンバーの対応力が培われました。また、さまざま
な業務をリモートワークで推進できるよう工夫が進むのでは
ないかという期待に対し、仕事のやり方を大幅に変えられた
ことも成果で、これまでできないと思っていたことの現地化
など従来の常識にとらわれない取り組みの拡大につながった
と思います。

外部環境の変化に直面した
3年間で得たもの

エプソンでは2022年9月にパーパス「『省・小・精』から
生み出す価値で、人と地球を豊かに彩る」を制定しました。
2022年度から、社員に向けたパーパス浸透の取り組みを
進めてきています。浸透の目的は、パーパスを暗記できる
ようになることではなく、取り組みをきっかけに「何のために
働くのか」という働く意義、つまり自分のパーパスを考えて
もらい、エプソンで働くこと、すなわち、エプソンのパーパス
実践にやりがいをもってもらうことです。取り組みの波及効果
として、パーパスをきっかけに職場のコミュニケーションが
活性化され、自身や職場の存在価値を改めて認識する機会
となり、社内エンゲージメントの向上につながるうれしい効果
が生まれています。
パーパスの制定は、短期で業績に良い影響を与えるもの

ではありません。私は「会社が何のために存在し、何をやろう
としているのか、何をやらないと決めているのか」を全員の
共通認識として持つために重要なものであると考えており、
皆が自分のこととして捉え、それぞれの目的、やり方で取
り組むことで将来の成果につながると信じています。
→詳しくは、P.13-16「パーパス」を参照

パーパスの浸透と自分事化

土台となる経営理念/エプソンウェイにしっかりと根を張った太い幹がパーパスとなり、
そこからビジョンを膨らませて社会に貢献していくというイメージ。

■ パーパスの概念図（社長の小川による作画）

2022年9月に制定したパーパス
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エプソンは、社会課題の解決に向け4つのマテリアリティを
設定していますが、各事業がどのように貢献できるかをより
意識し、取り組みを進めるため、マテリアリティにひもづく
具体的な取り組みテーマ（サステナビリティ重要テーマ）および
KPI（推進目標・指標）を設定しています。2022年度は、企業
の持続性にかかわる「循環型経済の牽引」と「社会的責任の
遂行」に対応するKPIを先行して設定・開示しました。その後
さらなる社内検討を進め、今年度は企業の成長性に関わる
「産業構造の革新」と「生活の質向上」に対応するKPIを追加し、
全てのマテリアリティに対する取り組みテーマとKPIを開示しま
した。なお、一部のKPIを経営層の報酬評価の指標に取り込む
ことで経営責任を明確にし、確実な推進に取り組んでいます。
→詳しくは、P.27-28 「サステナビリティ重要テーマとそのKPI」
を参照
エプソンの価値創造ストーリーは、事業の方向性、すなわち
社会課題を起点に、これまで当社が培ってきた「省・小・精の
技術」を基本にしたビジネス展開を描いたものです。この
ストーリーを全ての社員が理解し、各事業で何をすべきかに
ひもづけ、意識して取り組むために、マテリアリティとKPIは
重要な要素であり、私自身も社内で理解が進むよう重要性
を積極的に発信しています。

事業戦略における
マテリアリティとKPI

「Epson 25 Renewed」では、事業を「成長領域」「成熟
領域」「新領域」の３領域にわけ、メリハリのある運営で収益
性の確保と将来の成長を目指しています。「成長領域」「成熟
領域」では2025年度目標に対し、2022年度は次ページの表
のような進捗となりました。「成熟領域」では、事業構造改革が
進んだこと、売上成長ではなく収益性に対して意識を高く
持って取り組めたことが目標を上回った要因の一つです。

「Epson 25 Renewed」の
進捗と課題認識

また「成長領域」では、2022年度の目標は上回ったものの、
2025年度目標に向けた取り組みの進展としては十分では
ないと考えています。例えば、オフィスプリンティングにおいて
は、レーザープリンターからインクジェットプリンターへの置き
換えを進めています。世の中の潮流としてペーパーレス化が
進む中でオフィスプリンティング市場全体の拡大は狙えない
ものの、オフィスのプリンターはレーザープリンターが主流で
あるため、その市場をインクジェットに置き換えるという需要は
大いにあると考えています。レーザープリンターに対しインク
ジェットプリンターは熱を使わないため、置き換えにより消費
電力が削減できます。また定期的に交換が必要な部品の数も
少なく廃棄物やメンテナンスコストが削減できるため、企業の

　 

 循環型経済の牽引

　 

 産業構造の革新

　 

生活の質向上

 

社会的責任の遂行 

 社会課題解決に向け、
「循環型経済の牽引」 「産業構造の革新」
「生活の質向上」 「社会的責任の遂行」
をエプソンのマテリアリティとして取り組む 

エプソンが取り組むマテリアリティ
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できる、またその逆もあり、両者の相乗効果で価値を高めて
いきたいと考えています。昨今、AI技術の発展スピードは目を
みはるものがあります。エプソンでも生産工程の一部でAI
活用を進めています。また、AI技術を専門に扱う企業との協業
や、AI技術を得意とするベンチャー企業に投資するなど、
共創関係を築いています。「DX」「共創」においては、トライ＆
エラーを繰り返しながら、着実に進めていきます。

環境配慮、脱炭素社会の実現にも寄与します。こうした環境
性能をお客様に知っていただくとともに、ラインアップの拡大
によりお客様のニーズに合わせた提案を可能としたことで、
インクジェットプリンターへの置き換えを加速させていきます。
「新領域」においては、脱炭素と資源循環に貢献する技術
をいかにビジネス化するかという観点で開発に取り組んで
います。環境ビジネスはコストがかかるもので非常に難しい
領域ではありますが、少々価格が高くても環境価値をお客様
に認めていただけるような製品・サービスのビジネス化に
継続して取り組んでいきたいと考えています。
加えて、「Epson 25 Renewed」では重要な取り組みに

「環境」「DX」「共創」を掲げています。「環境」においては、お客様

のもとで環境負荷低減に貢献するソリューションの提供や
2023年にエプソングループにおける全使用電力を100％
再生可能エネルギー化を目指すなど、環境ビジョン2050の
実現に向けたさまざまな取り組みを行っています。
→詳しくは、P.41-44「環境戦略」を参照

「DX」「共創」についても取り組みを進めているものの、大
きな成果として現れるのはまだ先となります。一般的にDXと
聞くとソフトウェア（ソフト）をイメージしがちですが、人と接す
るところには必ずハードウェア（ハード）が介在します。人・モノ・
情報がつながるというソフトに加え、ハードの進化も欠かせ
ません。エプソンの強いハードがあるからこそ、ソフトが進化

エプソンが現在、設定している社会課題やマテリアリティ
の方向性は、将来を見通しても今後大きく変化していく可能性
は低いと考えています。「Epson 25 Renewed」でも示した
「集中から分散へ」「環境意識の高まり」という二つの流れは、
今後社会において想定外のことが起きたとしても、方向性は
世界的にも変わらないだろうと捉えています。
「集中から分散」では、例えば工場での大量生産から、必要
な時に必要な場所で生産して消費するというような分散生産
への変革が挙げられます。また、広いオフィスに社員が集まって
仕事をする働き方から、リモートワークやサテライトオフィスの
活用なども広がっており、さまざまなことが集中から分散に
変わってきています。これがデジタル化でさらに加速すると
考えています。この変化に伴い必要となるのが、人・モノ・情報を

「Epson 25 Renewed」と
その先の目指す姿を見据えた経営

①オフィスプリンティング
②商業・産業プリンティング
③プリントヘッド外販
④生産システム

⑤プロジェクション、
　ウオッチ

⑥ホームプリンティング
⑦マイクロデバイス

⑧センシング、
　環境ビジネス

成長領域

成熟領域

新領域 ビジネス
立ち上げ

成長戦略
実現

収益性維持・向上

構造改革

成長戦略の実現

2021～2023年度 ～2025年度 ～2025年度目標

2020→2025年度
売上収益
CAGR
+15%以上
2020→2025年度

ROS改善

+10pt以上
継続的にROS

15%以上

2025年度
売上収益

100億円以上

2022年度実績

2020→2022年度
売上収益
CAGR*
+16%

2020→2022年度
ROS改善*

+19pt
2022年度ROS

17%

2022年度
売上収益

3億円

2025年度目標に向けた進捗・課題

①オフィス向け商品ラインアップ整備進展
②一部遅れはあったものの商品ラインアップ
　の整備進展
③顧客獲得は順調に拡大
④事業環境変化の影響を受け伸長に課題

⑤事業構造改革は前倒しで進展、収益性が改善

⑧要素技術開発は進展するが、ビジネス化は
　進まず

⑥在宅印刷需要を獲得、部材費高騰などの環境
　変化を受け価格対応や費用コントロール実施
⑦バランスの取れた顧客ポートフォリオ構築に
　より事業運営を安定化

■ Epson 25 Renewed 領域別目標と進捗

* Epson 25 Renewed 発表時の2020年度予想と2022年度実績との比較
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スマートにつなげるソリューションで、まさにエプソンが描いて
いる社会の形であり、当社事業が大きく貢献できる世界です。
もう一つの「環境意識の高まり」については、かつてある一部
の人の先進的な考えだった“地球温暖化をどうにかして止め
ないと生活が危ぶまれる”というものが、一般的な認識となり、
その意識が高まっていると感じています。エプソンは、環境
先進企業として進んでいく意思を「Epson 25 Renewed」
で明確にしました。取り組みの一つである、グローバルでの
エプソングループの全使用電力の100%再生可能エネルギー
化は、2023年中の達成を予定しています。また、これまでの
一般的なビジネスの在り方として、最新機能を搭載した機種を
作り出し、買い替えてもらうという考えがありました。しかし、
これからは「省・小・精」の技術によりお客様が求める価値を
もった商品をお客様に長期利用していただき適切なタイミング
で買い替えていただく、それがわれわれの収益にもつながる
という在り方に変えていかなければならないと考えています。
こうした変革の必要性は社内にも浸透してきており、今後
一層強めていきます。

（JICA）と包括連携協定を締結しました。現在、当社のさまざま
な製品を提供しテクノロジーで均質な学びの機会の創出を
支援しています。これは一見するとビジネスとして花開く活動
には見えませんが、ビジネスとして成り立つ社会支援の在り
方がきっとあるのではないかと考え、取り組んでいます。歴史
を振り返ると、私たち人類は自然を破壊し、資源を消費し続け
ながら社会を進化させてきました。これからは環境に配慮した
形でテクノロジーを活用することで、これまでにはない進化
プロセスを開発途上国の社会で実現できると考えています。
エプソンは、「省・小・精」の技術で社会に大きな価値を提供し、
これまでとは違う進化を遂げるであろう社会に、大きく貢献
していくことを心から望んでいます。こうした社会的なイン
パクトのある活動も長期的な視点を持って継続していく考え
です。

エプソンでは、開発途上国の課題解決およびSDGs達成へ
の貢献を目的に、2022年3月、独立行政法人国際協力機構

社会課題の解決を起点に
ビジネスを展開

私は就任以来、社内に向けて「社会への貢献」と「社員の
幸せ」の重要性を伝え続けています。この二つは連動している
ことが重要で、どちらかを優先したり、選択したりするもので
はないと捉えています。社員が幸せを感じられるのは、自分の
意見が生かされ、自身の存在意義、つまり自分のパーパスを
感じ行動できた時です。それが社員や会社のパワーとなり、

「社員の幸せ」の実現による
ダイバーシティ＆インクルージョン

社会への貢献につながってくるのだと思っています。私は、
社員のパーパスが生きる、「社会への貢献」と「社員の幸せ」
が循環する会社にしていきたいのです。就任以来、自ら考え
行動する社員が増えるよう、風通しの良いコミュニケーション
環境の構築を進めてきた風土改革も、その一環です。多様性
こそがイノベーションの源泉と言いますが、企業にさまざまな
人がいるだけでは意味がありません。多様な意見を聞き、
各人がいきいきと活躍できることで、戦略も事業執行も強く
なるわけで、そこにダイバーシティの重要性があると捉えて
います。ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組みを進める
ことで課題も明確になりましたが、まだ道半ばであると認識
しています。特に事業推進や経営の場において、管理職、執行
役員、取締役といったマネジメント層の比率が男性に偏って
いることは課題です。執行役員においては、現在販売会社の
エプソンアメリカに女性が1名いるのみですので、国内での
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2022年5月に広丘事業所内に開設した「ソリューションセンターDTF」にて

というご意見などをいただき、早速検討を始めています。今後
も、継続した対話で価値創造ストーリーの磨き上げにつなげ
ていきたいと考えています。

エプソンが目指す「持続可能でこころ豊かな社会」を実現
するには、エプソン自体が持続可能な企業でなくてはなりま
せん。そのためには利益を継続して創出できる企業であり
続ける必要があります。日々変化する社会に対応しながら
「省・小・精」から生み出す価値の最大化を追求し続け、
パーパスの浸透を通してエプソンの長期ビジョンを実現して
いきます。エプソンのさらなる進化にご期待いただき、引き
続き、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

エプソンのマネジメント体制は、取締役10名のうち過半数と
なる6名（うち女性2人）が社外取締役です。取締役の役割で
ある監督機能を十分に果たすためには、エプソンを広い視点
で、時に厳しく意見する外部の視点をさらに充実させること
が不可欠だと考えたからです。2022年度までに社外取締役
はすでに半数を占め、取締役会での議題や議論の内容も過去
と比較し、格段に広く、深くなり、活発な意見が飛び交う場と
なっていましたが、今回、過半数にすることでさらに一歩踏み
込んでいます。加えて、取締役選考審議会や取締役報酬審議会
においても、社外取締役が委員の過半数を占めており、社外
取締役の中から互選で決定した委員長のもと、活発な議論を
行っています。

ガバナンスを強化する
仕組みづくり

私自身、株主の皆様をはじめとしたステークホルダーとの
対話を重視しています。特に機関投資家やアナリストとの対話
は、ビジネスに対する視点がより広くなり、思考が深掘りされる
など、立場が異なる人と行うコミュニケーションの利点を感じ
ています。対話を通して、ステークホルダーの皆様にエプソン
について納得・共感していただくことはもちろん、ご意見や
質問から多くの気づきを得ることもできます。昨年度は対話
活動を通して、環境貢献商品の事業貢献度を可視化すべき

資本市場との対話による
価値創造ストーリーの磨き上げ

登用についても一層の努力をしていきたいと考えています。
また、企業において、戦略を練るにも、業務を遂行するにも、多様
性は強さとなることを念頭に、事業ポートフォリオを考えたときに
どのポジションにどのような人材が必要か、あるいはどのように
育成していくのかを示す人的資本戦略も練っていく必要があり
ます。現実として、役職など責任ある立場につけば人は育つと
いう面もあるので、うまく活用しながら、段階的にマネジメント層
としての意識や適応力を養えるよう取り組みを進めていきます。

詳しくは
Webへ

ステークホルダーエンゲージメント
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